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2024 年度「研究科アンケート」 

 

2024 年度の研究科アンケートは 2025 年 3 月に実施され、在学生 34 名、修了生 19 名、計 53 名

から回答が得られた。回答結果の傾向及び特徴について、設問区分ごとに以下にまとめる。 

 

(1) 教育課程について 

 

 

 

58.5% 39.6% 1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

合計

教育課程（カリキュラム）は、学校づくりの有⼒な⼀員となりうる新⼈教員の養成、並び
にスクールリーダーの養成を果たすのにふさわしいものとなっていると思いますか。

思う 概ね思う あまり思わない 思わない

60.4% 35.8% 3.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

合計

教育内容は教育現場における現実の課題や教育における本質的な課題を積極的に取り上
げ、検討を⾏うようになっていると思いますか。

思う 概ね思う あまり思わない 思わない

3.8% 90.6% 5.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

合計

年間を通じて⾏われているフィールドワークの回数は適切でしたか。

多すぎた 適切だった 少なすぎた
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「教育課程について」は、前年度と同様に、肯定的な回答の割合が 9 割以上の良好な水準にあ

る。フィールドワークについては、昨年一割弱あった「多すぎた」という回答が減少した。時間

割についても、前年度とほぼ同様の結果になったが、オンライン受講制度を利用する社会人院生

や、午前中に講師制度を利用している学部新卒院生等、多様な生活スタイルの中で学んでいる院

生にとって学びやすい環境を追求していきたい。 

 

(2) 授業について 

 

 

45.3% 50.9% 3.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

合計

時間割の編成は適切だったと思いますか。

思う 概ね思う あまり思わない 思わない

75.5% 22.6% 1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

合計

⼤学院で開講している科⽬は学びを深めるのに有効だったと思いますか。

思う 概ね思う あまり思わない 思わない

81.1% 17.0% 1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

合計

⽴命館⼤学⼤学院教職研究科では、現職教員院⽣と学部新卒院⽣が⼀緒に学びますが、こ
の点はよいと思いますか。

思う 概ね思う あまり思わない 思わない
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「授業について」の結果も、前年度と同様に、肯定的回答が 9 割以上の高い水準で維持されて

いる。特に、昨年度と比べて「⼤学院で開講している科⽬は学びを深めるのに有効だったと思い

ますか。」という設問において、もっとも肯定的な回答が 13.2 ポイント増加した。2024 年度は新

カリキュラムの完成年度であり、カリキュラム改革の一定の効果があったと考えられるが、さら

に、その効果を検証していきたい。 

 

(3) 学生支援について 

 

52.8% 45.3% 1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

合計

全体として授業のレベルはあなたにとって適切だったと思いますか。

思う 概ね思う あまり思わない 思わない

77.4% 18.9% 3.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

合計

研究者教員と実務家教員のゼミ（演習）指導は教職⼤学院での学びを深めるために有効
だったと思いますか。

思う 概ね思う あまり思わない 思わない

37.7% 45.3% 3… 13.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

合計

授業やゼミ（演習）での学習のために、図書館の書籍・雑誌は適切だったと思いますか。

思う 概ね思う あまり思わない 思わない ほとんど利⽤していないので分からない
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「学生支援について」は、いずれの項目も肯定的回答が 8 割以上となっているが、主にストレ

ートマスターを対象とした内容項目（教員採用試験への支援や実習支援体制等）もあり、現職教

43.4% 43.4% 13.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

合計

⽴命館⼤学⼤学院教職研究科における教員採⽤試験への⽀援体制は適切だったと思います
か。

思う 概ね思う あまり思わない 思わない 無回答

49.1% 37.7% 13.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

合計

⽴命館⼤学⼤学院教職研究科における実習⽀援体制は適切だったと思いますか。

思う 概ね思う あまり思わない 思わない 無回答

50.9% 39.6% 7.5%1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

合計

教員や事務室から院⽣への必要な連絡については適切だったと思いますか。

思う 概ね思う あまり思わない 思わない manaba等をあまり確認しなかったので分からない

60.4% 37.7% 1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

合計

教室等の学習環境、設備や備品は適切だったと思いますか。

思う 概ね思う あまり思わない 思わない
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員院生による無回答が含まれている。関連する自由記述では、教員が親身になって手厚く指導し

てくれることを評価する意見がみられた。連絡体制や設備等については、今後オンライン受講生

の増加や学年進行、新しい学習管理システムの全学的導入等、新しい状況に対応した支援体制を

構築したい。 

 

(4) 全体を通して 

 

 

 

全体的な傾向としては、教職大学院での学びを通して自己の成長を実感するとともに、教職を

志望あるいは継続する意欲の向上が図られている。他方で 5％の院生が教職の志望や継続度が高

まらないという方向に回答しており、より個別的な支援が重要である。修了生の自由記述におい

ては、教職大学院での学びを通して、教員の仕事のやりがいや面白さを発見したこと、また自信

をつけたこと、さらには、理想の構築と具体的実現への展望がなされたこと等について語られ、

83.0% 17.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

合計

⽴命館⼤学⼤学院教職研究科で学んだことは、⾃分のためになったと思いますか。

思う 概ね思う あまり思わない 思わない

60.4% 34.0% 5.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

合計

⽴命館⼤学⼤学院教職研究科で学んで、ますます教員になりたい、または教員を続けたい
と思う気持ちが⾼まりましたか。

とても⾼まった 少し⾼まった ⾼まらなかった

83.0% 15.1% 1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

合計

知り合いから、⽴命館⼤学⼤学院教職研究科への⼊学について聞かれたら薦めますか。

薦める どちらともいえない 薦めない
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今後のさらなる学びの機会へとつながったことが推察される。また、自由記述においては、教育

に関わる研究法を学びたい等の前向きな意見があり、これらに応えていく必要がある。 


